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最上平太郎 11.脳腫場患者における髄液中尿酸値及

大阪厚生年金病院脳神経外科 ぴ LDH活性の比較検討
尾藤昭二

奈良県立医科大学脳神経外科

9.実験的脳腫療の発生条件に関する研 角田 茂，飯田良樹

究一（ ][[) Ethylnitrosourea(ENU) 谷樹龍夫，外賀 昭

による脳腫虜発生過程にみられる異
内海庄三郎

型細胞群について 12. ラ ッ トグリア・グリオーマの ConA

奈良医科大学脳神経外科 結合部位と transmembrane con-
乾 松司，内海庄三郎 trol 

がんセンター腫蕩病理

伝田阿由美，小西陽一 兵庫医科大学脳神経外科

小島清秀 板垣徹也，谷 栄一

10. C57BL/16 Jマウス可移植性グリオ 13.抗アストロプロテイン血清を用いた

ーマ免疫動物の脳，皮下腫虜並びに 鐙光抗体染色による脳腫壌の病理組

牌， リンパ節の免疫組織学的研究 織学的診断

和歌山医科大学脳神経外科 大阪府立成人病センター脳神経外科

津田耕平，板谷勝美 吉峰俊樹，早川 徹

三島隆生，岸 政治 大西俊輝，神川喜代男

駒弁則彦 大阪大学脳神経外科

大阪大学第2病理 生塩之敬，最上平太郎

辻 求，宇多弘次 第2外科森 武貞

第8回近畿脳腫療研究会

（日外宝 48: 111-118, 1979.) 

日時昭和53年9月9日（土）

会場大阪グランドホテル

世話人和歌山医科大学脳神経外科駒井則彦

1.脳腫虜症例およびグリオーママウス

の血清抗腫虜抗体の検討

和歌山医科大学脳神経外科

板谷勝美，津田耕平

駒井則彦

大阪大学第2病理

字多弘次，辻 求

2. BCG-CWS腫場内投与による脳腫

場免疫療法の検討

兵庫医科大学脳神経外科

森村達夫，蒲 恵蔵

谷栄一

3. 脳腫療に対する補助免疫療法の免疫

学的ノfラメーターに及ぼす影響につ

いて
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京都大学脳神経外科

山下純宏，中尾 哲

岩成和男，武内重二

織田祥史，徳力康彦

半田 肇

4.実験的脳腫療の発生に関する研究一

CN) 脳腫虜および異型細胞群の組

織化学的検討

奈良医科大学脳神経外科

乾 松司，｛言岡 淳

内海庄三郎

腫場病理

伝田阿由美，小西陽一

小島清秀

5.実験的脳膜癌腫症に対する多剤併用

化学療法と放射線治療

大阪大学脳神経外科

清水恵司，生塩敬之

有国窓生，最上平太郎

大阪府立成人病センター

脳神経外科 早川 徹

6.神経鞘腫 Antoni-B型の電顕像

天理病院脳神経外科

上篠純成，牧田泰正

鍋島祥男，元持雅男

増田彰夫，青山育弘

7. 脳原発悪性リンパ腫の臨床病理学的

検討

京都府立医科大学脳神経外科

遠山光郎，藤本正人

小竹源也，平川公義

8. 脳腫蕩摘出後の造影剤増強陰影の時

間的経過

京都市立病院脳神経外科

寺浦哲昭，寺野允将

内田泰史，大塚信一

9. 炭酸ガスレーザーメスによる脳腫虜

治療

大阪府立成人病センター脳神経外科

大西俊輝，吉峰俊樹

早川 徹，神川喜代男

特別講演「抗体依存性細胞免疫（ADCC)

について」

大阪大学第2病理 宇多弘次

第 9回近畿脳腫易研究会

日時昭和54年3月10日（土）

会場大阪グランドホテル

（日外宝 48: 547-556, 1979. ) 

世話人京都府立医科大学脳神経外科平川公義

1. 脳腫壌に対する Papanicolau染色

法による術中病理組織診断

奈良医科大学脳神経外科

谷掛簡夫，宮本誠司

京弁喜久男，内海庄三郎

第 1病理日浅義男，村田義郎

2.頭蓋底部軟骨腫の 3症例

大阪厚生年金病院脳神経外科

有田窓生，中川秀光

藤原正昭，尾藤昭二

耳鼻咽喉科難波 仁


